
○次期計画における重点
テーマの決定

札幌市廃棄物減量等推進審議会「グループ会議」について
グループ会議の進め方・スケジュール

本会議第５回

２Ｒ 資源化

第１回グループ会議 第２回グループ会議 第３回グループ会議 本会議第６回

○各テーマにおける方向性の
整理

○札幌市の取組状況と他都市
の事例を踏まえた取組の意
⾒交換

※H28.7.27開催済
※２R ：H28.9.14
※資源化：H28.9.16

○第１回会議の意⾒整理・振
り返り

○新たな取組の効果や、実施
に当たっての課題・問題点

※２R ：H28.10.26
※資源化：H28.10.28

※２R ：H28.11.25
※資源化：H28.11.30

○グループ会議のまとめ
○本会議への報告内容の整理

○各グループの会議内容報告

※H29.１開催予定

資料１資料１資料１資料１

次期計画におけるグループ会議での議論の位置づけ

環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現
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発生するごみ量を低減するとと

もに、ごみ処理に伴う環境負荷

をできる限り少なくする

費用対効果を十分考慮し、かか

る費用を最小限に抑える

基本方針２ 経済

市民・事業者・札幌市の協働に

よるごみ減量・リサイクルの取

組を促進する

基本方針３ 社会
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基本方針１ 環境
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：
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年

度
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① 廃棄ごみ量全体の減量目標

H24比 3 .03 .03 .03 .0万ｔ万ｔ万ｔ万ｔ以上減量

③ 家庭から出る生ごみ量の減量目標

H24比 １１１１.0.0.0.0万ｔ万ｔ万ｔ万ｔ以上減量

⑤ 焼却ごみ量の減量目標

H24比 ２２２２.8.8.8.8万ｔ万ｔ万ｔ万ｔ以上減量

② 家庭から出る廃棄ごみ量の減量目標

1人1日当たり 380380380380ｇｇｇｇ以下

④ リサイクル目標（リサイクル率）

30303030％％％％以上

⑥ 埋立処分量の減量目標

H24比 2 .02 .02 .02 .0万ｔ万ｔ万ｔ万ｔ以上減量
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標

：
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成

①①①① 指定ごみ袋の使用枚数を減らそう！指定ごみ袋の使用枚数を減らそう！指定ごみ袋の使用枚数を減らそう！指定ごみ袋の使用枚数を減らそう！

②②②② 紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！

指定ごみ袋の使用枚数

１世帯１月当たり、10ℓ換算 1111枚枚枚枚以上減量

燃やせるごみに含まれる紙・容器プラの量

１世帯１月当たり 1kg1kg1kg1kg以上減量
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《現計画の体系図》

環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現
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《次期計画の体系図イメージ》
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① ■■の減量目標

H●比 ■■ｔ以上減量

目標：

平成39年度

② ■■の減量目標

H●比 ■■ｔ以上減量

本会議の議論等を踏まえ調整

基本方針 ●●現計画の基本方針をベースに策定

【基本方針】
⼤幅な変更はしない

【数値目標・指標】
今後の本会議等での議
論等を踏まえ調整する。
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施策の柱１ 発生・排出抑制の促進 施策の柱２ 収集・処理体制の確立

行

動

指

標

重点施策１

重点施策２

重点施策３

重点施策４

重点施策５

推進施策１

推進施策２ 推進施策４

資源循環型ごみ処理体制の確立

4-1 資源循環処理体制の確立

4-2 新たな資源化手法の調査研究

5-1 清掃工場等の整備

5-2 埋立地の容量確保

5-3 収集・処理における環境負荷の低減

5-4 不法投棄対策の強化

環境低負荷型ごみ収集・処理体制の確立

発生・排出抑制のしくみづくり

1-1 ごみ発生・排出抑制のための行動の実践

1-2 生ごみ減量の促進に向けた取組

1-3 国や製造・販売業界への働きかけ

市民による自主的な資源化の促進

2-1 資源回収の促進に向けた取組

2-2 生ごみ資源化の促進に向けた取組

事業者による自主的な資源化の促進

3-1 自主的な資源化の促進

3-2 適正排出指導の徹底

１-1 ごみステーション問題の改善

１-2 ごみ収集に関するサービスの充実

2-1 具体的な行動につなげる普及啓発の実施

2-2 適正排出のさらなる定着のための取組

2-3 ごみについて関心を高める環境教育の充実

4-1 収集・処理業務の効率化

4-2 事業ごみの処理費用負担の適正化

4-3 大規模災害に備えた取組

4-4 広域処理の検討

市民サービスの改善

普及啓発と環境教育の充実 清掃事業の効率化と安定的な体制の構築
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②②②② 紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！紙・容器プラをきちんと分別しよう！

③③③③ 生ごみは水切りしてから出そう！生ごみは水切りしてから出そう！生ごみは水切りしてから出そう！生ごみは水切りしてから出そう！

１世帯１月当たり 1kg1kg1kg1kg以上減量

生ごみの水切り実践世帯の割合

80808080％％％％以上

推進施策３

3-1 家庭ごみ処理手数料制度の円滑な運用

3-2 家庭ごみ処理手数料制度の検証と調査研究

家庭ごみ処理手数料制度の円滑な運用
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グループ会議の議論の範囲

標
・
指
標

具
体
的
な
取
組

平成39年度

施策の柱 ●●

●●

施策の柱 ●●

●●

グループ会議の議論を踏まえ設定

【具体的な取組】
グループ会議において、
次期計画における重点
テーマ（２R・資源
化）の取組について集
中的に議論する。


